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NO.123退 職 者

　

私
は
平
成
24
年
に
定
年
に

な
り
、
石
垣
島
に
来
て
７
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
二
の

人
生
を
50
代
か
ら
考
え
、「
高

齢
者
介
護
施
設
経
営
を
10
年

間
単
身
赴
任
で
す
る
」
を
目

標
に
、場
所
探
し
と
、そ
れ
に
伴
う
資
格
、

研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

移
住
地
は
石
垣
島
に
決
め
、
平
成
25
年

に
リ
ハ
ビ
リ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
『
あ
こ
う

て
』
を
開
所
し
ま
し
た
。
施
設
は
幹
線
道

路
沿
い
の
１
０
０
坪
の
敷
地
に
62
坪
の
２

階
建
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。
４
年

前
か
ら
石
垣
島
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
観

光
ブ
ー
ム
と
な
り
、
経
済
が
豊
か
に
な
っ

て
街
が
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
私
は
、
島
の
祭

事
や
民
生
委
員
、
市
役
所
の
委
員
を
兼
ね

て
き
て
い
ま
す
。
島
の
踊
り
や
三
線
に
も

挑
戦
し
、
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
交
流

し
て
い
ま
す
。
三
線
は
60
歳
の
手
習
い
で

始
め
、４
年
前
に
新
人
賞
を
取
り
ま
し
た
。

現
役
時
代
よ
り
、
今
が
一
番
充
実
し
て
生

き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

石
垣
島
に
は
四
季
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

気
温
が
平
均
23
度
な
の
で
、
年
中
Ｔ
シ
ャ

ツ
で
シ
ャ
ワ
ー
浴
の
生
活
で
す
。
今
年
も

元
気
で
走
り
回
れ
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

沖
縄
県
石
垣
市
在
住　

高
橋
永
子　

＊ 

『
あ
こ
う
て
』
＝
沖
縄
三
大
名
花
の
一
つ
で

「
黄
胡
蝶
」
と
い
う
花
の
こ
と
。
花
言
葉
は
、

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
の
が
一
番
」。
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て
く
・
テ
ク
の
会
は
昨
年
の
11
月
９
日
、

「
生
麦
事
件
の
史
跡
め
ぐ
り
と
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
工
場
見
学
」を
実
施
。10
時
30
分
、

参
加
者
14
人
は
、
総
持
寺
に
向
け
Ｊ
Ｒ
鶴

見
駅
を
出
発
し
た
。

＊　
　
　

＊　

　

総
持
寺
は
、
１
３
２
１
年
に
石
川
県
輪

島
に
開
創
さ
れ
、
開
山
は
瑩
山
（
け
い
ざ

ん
）
禅
師
。
１
８
９
８
年
の
火
災
に
よ
り

伽
藍
の
大
半
を
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
１

世界仏教徒会議のお坊さんたちが大祖堂を埋めつくしていた（総持寺）

鶴見川沿いを歩き生麦へ向かう

を
横
目
に
見
て
、
総
門
「
三
松
関
」
を
く

ぐ
る
。
ま
ず
は
、
石
原
裕
次
郎
の
墓
を
訪

ね
て
か
ら
境
内
へ
。
本
寺
を
官
寺
と
し
た

後
醍
醐
天
皇
を
祀
る
霊
廟
、
日
本
一
大
き

い
大
黒
天
が
鎮
座
す
る
香
積
台
、
高
祖
道

元
禅
師
、
太
祖
瑩
山
禅
師
ら
を
奉
祀
す
る

大
祖
堂
を
巡
る
。

（
２
面
へ
続
く
）

てく・テクの会

生
麦
事
件
の
史
跡
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学

内
外
の
数
多
の
僧
侶
集
い
来
て
共
に
祈
り
し
世
界
平
和
を

９
１
１
年
に

鶴
見
に
移

転
、
寺
域
15

万
坪
の
曹
洞

宗
大
本
山
で

あ
る
。

　

参
道
入
口

に
掲
げ
ら
れ

た
「
今
月
の

伝
道
標
語
」
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県県知知事事選選挙挙
県
民
の
声
が
と
ど
く
県
政
へ

幕
末
の
攘
夷
の
風
に
倒
さ
れ
異
人
を
悼
む
碑
の
在
り

　

こ
の
日
、
世
界
仏
教
徒
会
議
の
記
念
法

要
に
参
加
し
た
国
内
外
の
僧
侶
数
百
人

が
、
多
彩
な
僧
衣
姿
で
大
祖
堂
を
埋
め
尽

く
し
て
記
念
撮
影
、
壮
観
で
あ
っ
た
。

　

鶴
見
川
を
眺
め
、
旧
東
海
道
を
生
麦
へ

　

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
。
市

町
村
議
会
選
挙
と
と
も
に
、
県

知
事
選
挙
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

現
知
事
は
、
大
型
開
発
な
ど

大
企
業
優
先
の
特
区
推
進
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
県
民
生
活
に

寄
り
添
う
の
で
は
な
く
、
ア
ベ

と
歩
く
。
こ
の
辺
り
は
魚
河
岸
通
り
と
呼

ば
れ
、
沿
道
に
は
20
軒
ほ
ど
の
鮮
魚
店
が

並
ぶ
。
鮪
、
貝
、
穴
子
の
専
門
店
も
あ
っ

た
が
、
昼
間
近
の
時
間
帯
で
も
あ
り
、
ほ

ぼ
完
売
状
態
。
横
浜
市
無
形
民
俗
文
化
財

ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
を
地
域
か
ら
す
す
め
て

き
た
の
が
実
情
で
す
。

　

県
民
が
主
人
公
で
、
平
和
を
守
り
、
高

齢
者
を
大
切
に
し
、
子
育
て
し
や
す
い
県

政
、
若
者
の
雇
用
の
充
実
、
将
来
に
希
望

が
わ
く
県
政
、
県
民
の
声
が
届
く
県
政
の

実
現
の
た
め
に
、
神
奈
川
県
職
労
連
も
参

（
１
面
よ
り
続
く
）

の
「
蛇
も
蚊
も
祭
」
を
伝
え
る
道
念
稲
荷

神
社
の
鳥
居
列
を
く
ぐ
っ
て
参
拝
し
、
生

麦
事
件
発
生
現
場
に
至
る
。

　

１
８
６
２
年
、
薩
摩
藩
主
島
津
久
光
の

行
列
に
騎
馬
で
行
き
交
っ
た
４
人
の
英
国

人
が
無
礼
討
ち
に
さ
れ
、
翌
年
の
薩
英
戦

争
の
原
因
と
な
っ
た
。
現
場
か
ら
数
百
㍍

横
浜
寄
り
の
所
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
一
人
落
命
し
た
。
こ
の

場
所
に
建
立
さ
れ
た
生
麦
事
件
之
碑
が
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
入
口
に
移
設
整
備

さ
れ
て
い
る
。
工
場
見
学
の
最
後
に
三
種

類
の
「
一
番
搾
り
」
を
飲
み
比
べ
、
ビ
ア

レ
ス
ト
ラ
ン
で
全
員
参
加
の
反
省
会
を
行

い
、
帰
路
に
つ
い
た
。

＊　
　
　

＊

内
外
の
数
多
の
僧
侶
集
い
来
て

　

共
に
祈
り
し
世
界
平
和
を

幕
末
の
攘
夷
の
風
に
倒
さ
れ

　

異
人
を
悼
む
碑
の
在
り 

（
一
杉
雄
二
）

加
し
て
い
る
「
平

和
で
明
る
い
神
奈

川
県
政
を
つ
く
る

会
」
が
推
せ
ん
す

る
岸
ま
き
子
氏
の

勝
利
め
ざ
し
て
、

力
を
あ
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

▲ 生麦事件の発生
現場にて

▼ 道念稲荷神社の鳥居
をくぐり参拝

▲ビール工場で試飲

神奈川県庁舎

と　き　2019年６月21日（金）　10時受付
　　　　10時30分開会　12時30分終了
ところ　ＪＲ本郷台「あーすぷらざ」　
　　　　神奈川県立市民かながわプラザ１階
　☆終了後、同ぷらざのレストラン「メルヘン」で懇親会
　☆懇親会：12時45分～14時30分
　☆会　費：2000円
　☆なお、今回は役員改選の総会です
　☆詳細は次号『こだま会報』をご覧ください

こだま会定期総会のご案内第34回

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡
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こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

子
ど
も
皆
帰
り
元
日
終
り
け
り

 

松
尾
佐
知
子

初
買
や
大
き
な
文
字
の
世
界
地
図

 

柳
瀬　

節
子

元
旦
の
ド
ア
を
静
か
に
あ
け
に
け
り

 

友
井　

眞
言

初
稽
古
う
ご
か
ぬ
指
に
鞭
を
打
つ

 
中
村　

桂
子

鍬
始
も
少
し
先
に
延
ば
そ
う
か

 

鳥
海　

敏
雄

獅
子
舞
や
白
髪
頭
を
派
手
に
噛
み

 

木
村　

武
子

正
月
や
名
前
メ
モ
す
る
喜
寿
の
母

 

角
田　

英
昭

初
雀
窓
辺
に
留
ま
り
部
屋
覗
く

 

瀧
澤　

正
行

月
冴
ゆ
る
太
古
の
海
に
葦
の
舟

 

坂　
　
　

守

「
家
族
農
業
」
国
連
も
推
す
鍬
始
め

 

小
川　

水
草

お
正
月
水
無
川
の
水
光
る

 

井
村　

友
彦

正
月
や
着
物
き
こ
な
す
粋
な
人

 

白
井
保
次
郎

寝
室
に
父
か
ら
の
ベ
ル
去
年
今
年

 

高
橋　

和
江

登
り
坂
薄
紅
さ
し
て
冬
の
富
士

 

島
田
多
嘉
子

冬
桜
枯
枝
の
中
そ
っ
と
咲
き

 

後
藤　

貞
夫

焚
き
染
め
し
香
の
さ
ま
ざ
ま
に
初
芝
居

 

田
中　

一
男

初
詣
親
子
で
祈
る
安
寧
を

 

常
世
田
芳
子

友
あ
り
て
平
和
楽
し
む
初
御
空

 

本
山　

文
子

繭
玉
を
飾
り
蚕
飼
を
忘
れ
け
り

 

講
師
・
太
田　

土
男

●歴史教室（講座・総会）
と　き　３月７日（木）13時30分～15時
ところ　県庁本庁舎地下１階県労連会議室
内　容　①講座：「古代ロマンに迫る
　　　　　（多摩川公園古墳）」
　　　　　お話：吉田綾子さん（会員）
　　　　②総会
問合先　こだま会事務所☎045－212－3179
●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日13時～）
と　き　３月14日（木）４月11日（木）　
ところ　県庁本庁舎地下１階県労連会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　こだま会事務所☎045（212）3179
●てく・テクの会
と　き　３月28日（木）雨天決行
集　合　小田急「町田駅」北口10時
内　容　 町田自由民権資料館見学＆薬師

池公園花見
コース　町田駅→薬師池公園→民権の森
　　　　→自由民権資料館→町田駅
参加費　無料（交通費・食事自己負担）
申 込先　３月22日（金）までにこだま会
事務所へ☎045（212）3179（10時～16時）

さ
つ
ま
芋
御
飯
を
い
た
だ
く

▲風邪予防の薬膳料理教室は２年ぶり

食文化を楽しむ会 ―― 風邪予防の薬膳料理

 

昨
年
の
12
月
６
日
、
11
時
か

ら
横
浜
市
西
区
民
セ
ン
タ
ー
調

理
室
で
薬
膳
料
理
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
回
の
風
邪
防
止

の
薬
膳
料
理
教
室
は
、
会
場
の

セ
ン
タ
ー
が
改
修
工
事
の
た
め
使
え
ず
、

２
年
振
り
の
開
催
で
す
。参
加
者
は
７
人
。

講
師
は
会
員
の
亀
井
禎
子
さ
ん
で
す
。

●
メ
ニ
ュ
ー
は
７
品

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
さ
つ
ま
芋
御
飯
、
②

舞
茸
汁
、
③
ひ
き
肉
と
豆
の
メ
ン
チ
、
④

白
あ
え
、
⑤
牡
蠣
ワ
イ
ン
煮
、
⑥
柚
子
大

根
、
⑦
コ
ー

ヒ
ー
ゼ
リ
ー

の
７
品
と
、

い
つ
も
の
と

お
り
豪
華
絢

爛
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。

　

材
料
は
、

体
を
温
め
る

温
熱
性
の
食

品
（
さ
つ
ま

芋
、
牛
肉
、

牡
蠣
、
大
豆
、
し
ょ
う
が
、
玉
ね
ぎ
、
人

参
な
ど
）
や
薬
膳
に
使
わ
れ
る
生
薬
（
黄

耆
＝
風
邪
予
防
、
党
参
＝
食
欲
不
振
、
金

針
菜
＝
鉄
分
豊
富
）
な
ど
風
邪
予
防
に
は

最
強
の
レ
シ
ピ
で
す
。

　

７
人
で
各
１
品
ず
つ
分
担
を
決
め
、
早

速
と
り
か
か
り
ま
す
。
レ
シ
ピ
と
に
ら

め
っ
こ
し
な
が
ら
、「
大
根
は
ど
こ
」「
お

酢
は
ど
れ
」「
半
月
切
っ
て
な
に
？
」。
調

理
場
は
た
ち
ま
ち
主
戦
場
と
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
私
が
、
柚
子
の
し

ぼ
り
汁
が
入
っ
て
い
た
ボ
ー
ル
を
洗
い
物

と
勘
違
い
し
て
捨
て
て
し
ま
う
事
件
が
発

生
。で
も
柚
子
の
代
わ
り
に
お
酢
を
使
い
、

柚
子
大
根
は
無
事
完
成
。

●
さ
つ
ま
芋
御
飯
に
思
う

　

そ
し
て
、
さ
つ
ま
芋
御
飯
の
よ
い
香
り

が
漂
う
な
か
、
12
時
30
分
ご
ろ
に
は
全
７

品
が
完
成
。
さ
つ
ま
芋
御
飯
の
ほ
の
か
な

甘
み
や
具
沢
山
の
舞
茸
汁
、
牡
蠣
ワ
イ
ン

の
香
り
、
メ
ン
チ
の
柔
ら
か
さ
に
箸
が
す

す
み
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら
「
お
い
し
い
」

の
連
発
で
す
。

　

２
日
後
の
８
日
が
開
戦
記
念
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
さ
つ
ま
芋
御
飯
を
食
べ
な

が
ら
戦
時
中
の
疎
開
の
話
に
な
り
ま
し

た
。
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
、
食
べ
物
に
素

直
に
「
お
い
し
い
」
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
（
７
月
ご
ろ
）
は
夏
バ
テ
防
止
の

薬
膳
料
理
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し

み
に
。 

（
小
島
八
重
子
）

▶
７
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
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会員
紹介

－52－

た
。
こ
の
間
、
横
浜
北
支
部
や
、
研
究
協

で
組
合
役
員
を
33
年
間
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
静
岡
の
大
学
に
再
就

職
し
65
歳
定
年
で
横
浜
、
若
葉
台
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

ろ
ん
な
形
態
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
新
し
い
菌
が
見
つ
か
る
と
、

新
し
い
治
療
薬
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
小
学
生
で
も
で
き
る
よ
う
な

安
全
な
実
験
の
ガ
イ
ド
を
作
り
ま
し
た
。

横
浜
市
旭
区
か
ら
「
き
ら
っ
と
あ
さ
ひ
地

域
支
援
補
助
金
」
を
受
け
、
機
材
等
で
は

東
工
大
の
先
生
方
に
、「
薬
を
作
る
菌
」

の
分
離
は
北
里
大
学
大
村
研
究
室
の
先
生

方
の
援
助
を
受
け
ま
し
た
。

　

初
め
の
年
、「
薬
を
作
る
菌
に
興
味
が

あ
る
」
と
小
学
生
が
３
人
、
大
人
が
７
人

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
若
葉
台
の
公
園

や
学
校
の
校
庭
の
土
を
持
ち
寄
り
、「
薬

を
作
る
菌
」
を
探
し
ま
し
た
。
そ
の
実
験

の
成
果
を
小
学
生
が
協
力
し
て
、
低
学
年

と
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
ポ
ス

タ
ー
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

ポ
ス
タ
ー
を
見
学
に
来
ら
れ
た
若
葉
台
小

電子顕微鏡を使い
地域で科学教室

惣田　昱夫さん

　

し
ば
ら
く
し
て
、「
廃
校
と
な
っ

た
中
学
の
理
科
室
に
電
子
顕
微
鏡

を
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
一

緒
に
子
ど
も
た
ち
に
ミ
ク
ロ
の
世

界
の
不
思
議
さ
を
体
験
さ
せ
ま
せ

ん
か
」
と
東
工
大
で
電
子
顕
微
鏡

を
教
え
ら
れ
て
い
た
先
生
か
ら
話

が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
若
葉
台
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
内
に
「
電

子
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
を
観
る
会
」

を
設
立
し
、「
科
学
教
室
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

ミ
ク
ロ
の
世
界
は
面
白
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
小
さ
い
た

め
人
間
の
目
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
微

生
物
も
そ
う
で
す
。
人
間
の
生
活
に
身
近

で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
形
は
見
え
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
「
科
学
教
室
」
の
テ
ー
マ
と

し
て
、人
間
に
と
っ
て
役
立
っ
て
い
る「
薬

を
作
る
菌
」
を
探
し
、
そ
の
ミ
ク
ロ
の
姿

を
観
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
薬
を
作
る
菌
」
の
多
く
は
放
線
菌
で
す
。

こ
の
菌
類
は
有
害
な
も
の
が
少
な
く
、
い

▼ 写真②NHKの番組
に出演

◀ 写真①実験の成果を
小学生がポスターに

校
長
、副
校
長
先
生
が
「
う
ち
の
生
徒
が
」

と
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
「
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
る
」
と

し
て
、
夏
休
み
こ
ど
も
の
科
学
教
室
、
若

葉
台
小
の
校
外
学
習
に
、
顕
微
鏡
や
電
子

顕
微
鏡
の
観
察
を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
蝶
の
鱗
粉
の
電
子
顕
微
鏡
写
真
を
見

た
子
ど
も
た
ち
が
、「
鱗
粉
っ
て
網
の
目

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
、
あ
れ
ー
、
網
の
目

　

前
文
部
科
学
事
務
次
官
・
前
川
喜
平
氏

が
、
安
倍
政
権
下
で
起
き
た
加
計
学
園
問

題
を
は
じ
め
、「
権
力
私
物
化
」
の
構
造

を
糾
弾
し
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
教
育
政

策
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

文
部
科
学
省
と
い
う
組
織
の
な
か
で
、

「
面
従
腹
背
」
し
な
が
ら
行
政
の
進
む
べ

き
方
向

を
探
し

続
け
た

38
年
間

の
軌
跡

を
振
り

返
る
。
公
務
の
現
場
、
と
り
わ
け
そ
の
頂

点
で
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
採
用
さ

れ
た
公
務
員
が
、
時
々
の
情
勢
を
反
映
し

て
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
家
と
職
務
の

遂
行
で
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
時
、

組
織
の
論
理
に
従
っ
て
上
司
（
政
治
家
・

権
力
者
）
へ
の
忖
度
を
優
先
し
出
世
す
る

の
か
、
尊
厳
あ
る
個
人
の
良
心
と
思
想
を

堅
持
し
、
あ
る
べ
き
本
来
の
役
割
を
追
求

す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。
あ
り
得
な
い
安

値
で
の
不
動
産
売
買
、
不
都
合
な
事
実
を

記
し
た
文
書
の
隠
滅
、
偽
造
…
。
お
す
す

め
の
一
冊
で
す
。２
０
１
８
年
６
月
発
売
。

（
鳥
居
伸
太
郎
）

お
す
す
め
の
一
冊 　

毎日新聞出版
1300円＋税

『
面
従
腹
背
』

前
川　

喜
平
著　

　

神
奈
川
県
に
は
肥

飼
料
、
衛
研
、
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー
と
34

年
間
勤
務
し
ま
し

の
中
に
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
が
あ
る
よ
」

と
大
人
で
も
気
が
付
か
な
い
よ
う

な
観
察
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
大
学
や
博
物
館
の
先
生
方
に
講

師
を
お
願
い
し
、
教
養
講
座
等
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
り
く
み
を
行
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、昨
年
６
月
、

若
葉
台
団
地
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
首
都
圏

版
放
送
の
取
材
が
あ
り
、「
子
供

の
科
学
教
室
」
と
し
て
９
月
に
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
電
子
顕

微
鏡
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

「
ミ
ク
ロ
の
世
界
の
魅
力
」
を
紹
介
す
る

と
り
く
み
は
全
国
で
も
例
が
な
い
そ
う
で

す
（
写
真
２
）。

　

取
材
の
時
に
も
話
し
た
の
で
す
が
、「
子

ど
も
は
好
奇
心
が
旺
盛
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
科
学
に
興
味
」
を

持
っ
て
く
れ
ま
す
。「
科
学
の
面
白
さ
や

ミ
ク
ロ
の
世
界
に
驚
い
て
も
ら
え
た
ら
」

「
理
科
離
れ
」対
策
に
少
し
は
な
る
か
な
ー

と
期
待
し
て
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
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全
体
会
に
は
、
ホ
テ
ル
の
大
ホ
ー
ル
を

埋
め
尽
く
す
１
６
０
０
余
人
が
参
加
し

た
。
幕
開
け
は
「
歓
迎
の
う
た
ご
え
」。

前
年
の
沖
縄
大
会
が
台
風
で
中
止
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
曲
目
は
「
芭
蕉
布
」。
実

行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
の
文
化
行
事
は
、

熱
海
高
校
生
が
沖
縄
の
民
俗
舞
踊
「
エ
イ

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
３
つ
の
綱
引
き
」

的
に
脆
弱
な
若
者
を
捉

え
、
高
齢
者
と
の
対
立

を
画
策
。
盟
友
ト
ラ
ン

プ
と
は
、
幼
児
的
凶
暴

性
が
共
通
。

・
貧
困
と
格
差
を
拡
大

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か

ら
反
グ
ロ
ー
バ
ル
の
落

し
穴
に
落
込
む
と
、
底

に
は
一
国
主
義
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
が
待
っ
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
間
違

え
な
け
れ
ば
、
誰
も
が

誰
か
と
支
え
あ
う
世
界

に
導
く
だ
ろ
う
。
真
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
念
は
憲
法
前
文
に
書

か
れ
て
い
る
。

・
愛
僕
者
に
限
り
愛
国
を
振
り
か
ざ
す
。

ニ
セ
愛
国
者
は
、
耳
に
心
地
良
い
言
葉
で

誰
が
敵
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
愛
国
と
は

同
胞
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。　
「
光
は

闇
の
中
に
輝
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
闇
は

こ
れ
に
勝
た
な
か
っ
た
」
と
、
ヨ
ハ
ネ
伝

の
一
節
を
引
い
て
、
氏
は
キ
リ
ス
ト
者
ら

し
く
講
演
を
終
え
た
。 

（
一
杉
雄
二
）

●
第
１
教
室
「
沖
縄
の
昔
と
今
」　

　

私
は
、
沖
縄
国
際
大
学
の
前
泊
博
盛
教

授
の
第
１
教
室
「
沖
縄
の
昔
と
今
〜
沖
縄

の
歴
史
・
基
地
問
題
・
経
済
問
題
」
を
受

け
た
。
明
治
初
年
の
強
制
的
な
琉
球
王
国

廃
止
か
ら
辺
野
古
基
地
建
設
ま
で
、
沖
縄

の
民
意
を
無
視
し
た
本
土
に
よ
る
抑
圧
の

歴
史
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
沖
縄
問
題
で
は

な
く
日
本
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
っ
た
。 

（
友
井
眞
言
）

● 

第
７
分
科
会
「
東
京
に
、
わ
が
ま
ち
に

高
齢
者
は
木
を
植
え
よ
う
」

　

第
７
分
科
会
「
東
京
に
、
わ
が
ま
ち
に

高
齢
者
は
木
を
植
え
よ
う
」
に
参
加
。
異

常
気
象
・
地
球
温
暖
化
・
自
然
災
害
に
対

処
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
木
を
植

え
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
次
の
宮
脇
昭
先
生

の
言
葉
＝
「
し
ぜ
ん
の
森
は
、
い
ろ
い
ろ

な
し
ゅ
る
い
が
ま
ざ
り
あ
っ
て
い
る
。
な

か
の
よ
い
も
の
だ
け
、あ
つ
め
て
も
ダ
メ
、

人
間
も
お
な
じ
。
ま
ぜ
る
、
ま
ぜ
る
、
ま

ぜ
る
！
」
に
尽
き
る
。 

（
小
島
八
重
子
）

第32回 日本高齢者大会 in 熱海

熱海高校生が「エイサー」を熱演

延べ3500人が参加

講師の浜矩子氏

　

昨
年
の
11
月
25
日
・
26
日
、

熱
海
市
内
で
第
32
回
日
本
高
齢

者
大
会
が
開
か
れ
、
延
べ
３
５

０
０
人
が
参
加
。
当
会
か
ら
は

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
以
下

は
そ
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

● 

全
体
会　

記
念
講
演
は

　

浜　

矩
子
氏

サ
ー
」を
熱
演
。

続
い
て
、
記
念

講
演
、
基
調
報

告
、
沖
縄
か
ら

の
特
別
発
言
が

あ
り
、
次
期
開

催
県
の
福
島
県

に
大
会
旗
が
渡

さ
れ
閉
会
し
た
。

　

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
氏

の
「
ゆ
れ
動
く
世
界
経
済
と
日
本
の
行
く

末
」
と
題
し
た
講
演
の
要
旨
は
以
下
の
と

お
り
。

・
現
在
の
世
界
経
済
を
読
み
解
く
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
綱
引
き
」。
光
と
闇
、グ
ロ
ー

バ
ル
と
反
グ
ロ
ー
バ
ル
、
愛
国
と
愛
僕
、

の
３
つ
の
綱
引
き
で
あ
る
。

・
光
は
長
い
人
生
で
賢
さ
を
培
っ
た
高
齢

者
を
先
頭
と
す
る
「
見
抜
く
力
」
を
持
っ

た
人
々
。
闇
は
「
世
界
の
真
ん
中
で
輝
く

国
づ
く
り
」、
21
世
紀
版
大
日
本
帝
国
を

目
指
し
て
い
る
ア
ベ
。
甘
言
を
持
っ
て
知

こだま会の人間ドックのお勧め

　人間ドックは隠れた病気を見つけます。手遅れだったと
いうことがないように、自治体の定期健診をはじめ、精密
な人間ドックを定期的に受診されることをお勧めします。

隠れた病気を見つける人間ドック

病院等 所　在　地 電　話 最寄駅

かながわ
クリニック

横浜市中区元浜町４－
32県民共済馬車道ビル
神奈川県結核予防会

045(201)8521 ＭＭ線馬車道駅

京浜健診
クリニック

横浜市金沢区柳町
３－９ 045(782)3222 京急線金沢八景駅

けいゆう
病 院

横浜市西区みなとみ
らい３－７－３ 045(221)8291 ＭＭ線みなとみらい駅

湘南健診
センター

平塚市宝町10－４スポー
ツプラザ神奈中１階 0463(21)3811 ＪＲ平塚駅

★健診内容・料金等は各健診機関にお問い合わせを。
★申込みの際「こだま会会員」であることを必ず申し出てください。
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〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
号
（
１
２
２
号
）
訃
報
欄
の
「
小
俣

有
夫　

様
」
を
「
小
俣
郁
夫　

様
」
に
訂

正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
は
昨
年
の
12

月
８
日
、
横
浜
市
西
区
の
紅
葉
坂
に
あ
る

神
奈
川
婦
人
会
館
で
、「
平
和
の
つ
ど
い
」

を
開
き
ま
し
た
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
の
11
月
15
日
以
降
、
事
務
局

で
把
握
し
た
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
で

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（　

）
内
は
享
年
。

蒔
田　

道
則　

様
（
75
）

細
川　

廣
美　

様
（
69
）

松
本　
　

崇　

様
（
80
）

新
川　

宣
満　

様
（
90
）

佐
藤　

安
弘　

様
（
94
）

小
山
武
衛
士　

様
（
85
）

白
石　
　

清　

様
（
86
）

渡
辺
雄
之
介　

様
（
77
）

和
泉
沢
近
夫　

様
（
90
）

谷
口　

隆
壱　

様
（
83
）

堤　
　

正
敏　

様
（
87
）

安倍改憲と
メディアを考える

平和のつどい神奈川県職
員九条の会

絵
手
紙

田中和子さんの作品

奥津弘久さんの作品

１ ２ 
　８

神奈川婦人会館で開かれた平和のつどい

　

今
回
は
、「
あ
れ
だ
け
ひ
ど
い
政
治
を

や
り
な
が
ら
、
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
な

ぜ
下
が
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
会

員
の
声
を
得
て
、「
メ
デ
ィ
ア
の
実
態
を

知
る
」
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
安
倍
改
憲

と
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
元
日

経
新
聞
記
者
で
元
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
事
務
局
長
の
阿
部
裕
氏
に
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
題
で
の
『
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
』
に
つ

い
て
は
、「
沖
縄
の
記
者
た
ち
が
一
つ
ひ

と
つ
調
べ
、
反
論
す
る
な
か
で
世
論
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
15
人
で
し
た
が
、
会
員
以
外

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
関
心
に

あ
っ
た
企
画
を
立
て
る
こ
と
、
情
報
発
信

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
長　

佐
伯
義
郎
）

活
用
し
た
支
配
、
番
組
時
間
配
分
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

の
人
事
に
ま
で
介
入
し
、
安
倍
政
権
が
マ

ス
コ
ミ
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
る
様
子

を
リ
ア
ル
に
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
そ
ん
な
実
態
で
は
、

我
々
が
何
を
言
っ
て
も
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
な
い
。言
っ
て
も
無
駄
じ
ゃ
な
い
か
」

「
子
ど
も
だ
っ
た
頃
、
大
本
営
発
表
を
あ

た
り
前
の
よ
う
に
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

◇　
　

◆　
　

◇

　

講
師
か
ら
は
、「
頑
張
っ
て
い
る
記
者

を
励
ま
す
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
声
を
あ

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」。
沖
縄
の
基
地

◇　

◆　

◇

　

阿
部
氏
は
、

マ
ス
コ
ミ
各
社

の
幹
部
が
官
邸

と
定
期
的
に
会

食
を
重
ね
て
い

る
こ
と
や
、
政

府
広
報
予
算
を

講師の阿部裕氏
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❖
楽
し
く
悩
ん
で
（
横
浜
市　

石
田
啓
子
）

　

前
回
の
パ
ズ
ル
で
ク
オ
カ
ー
ド
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
お
礼
方
々
の

応
募
で
す
。
自
分
の
た
め
の
頭
の
体
操
で

し
た
が
、ご
褒
美
が
い
た
だ
け
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
お
美
味
し
い
ア
イ
ス
か
お
菓
子

を
買
お
う
か
し
ら
な
ん
て
、
楽
し
く
悩
み

ま
す
。

❖「
絵
て
が
み
」コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
た
い

 

（
茅
ケ
崎
市　

宮
澤
恭
子
）

　

い
つ
も
『
会
報
』
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。「
歴
史
教
室
」「
料
理
教
室
」
な
ど

参
加
希
望
あ
り
ま
す

が
、
日
程
が
な
か
な
か

合
わ
ず
残
念
。
パ
ズ
ル

の
応
募
は
初
め
て
で

す
。
そ
の
う
ち
「
絵
て

が
み
」
コ
ー
ナ
ー
に
参

加
し
た
い
で
す
。（
投

稿
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
編
集
部
）

❖
柚
子
湯
で
身
を
清
め

 

（
相
模
原
市　

藤
原
慎
一
）

　
「
♪
今
は
も
う
秋
…
」
の
先
日
、
小
田
原

市
城
内
で
姪
の
神
前
結
婚
式
に
参
列
し

て
、
御
祓
い
を
受
け
ま
し
た
。「
日
々
に
つ

も
る
こ
こ
ろ
の
ち
り
芥
洗
ひ
な
が
し
て
我

を
た
ず
ね
よ
」（
尊
徳
）。
１
カ
月
早
い
柚

子
湯
に
つ
か
っ
て
身
を
清
め
ま
し
た
。

❖
憲
法
の
平
和
理
念
に
引
き
戻
す
こ
と

 

（
静
岡
県
富
士
宮
市　

佐
藤
榮
一
）

　

安
保
法
制
が
強
行
採
決
さ
れ
た
頃
か

ら
、「
憲
法
９
条
は
解
釈
改
憲
で
空
文
化
し
、

そ
の
機
能
は
失
っ
た
。
だ
か
ら
権
力
に
対

す
る
新
た
な
歯
止
め
が
必
要
」
と
し
、
安

倍
自
民
と
は
違
っ
た
改
憲
、「
立
憲
的
改
憲

論
」
が
登
場
し
て
い
る
。
憲
法
に
自
衛
権
、

自
衛
隊
を
明
記
し
、
海
外
派
遣
禁
止
、
集

団
的
自
衛
権
で
な
く
、
専
守
防
衛
の
個
別

的
自
衛
権
の
み
に
限
る
な
ど
を
盛
り
込
む

こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

を
明
記
し
て
も
、
安
保
法
制
と
そ
の
閣
議

決
定
を
廃
止
し
な
い
限
り
意
味
を
な
さ
な

い
。
自
衛
隊
に
し
ろ
個
別
的
自
衛
権
に
し

ろ
現
憲
法
の
理
念
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、

米
国
の
軍
事
化
の
強
要
の
な
か
で
苦
肉

の
策
で
生
ま
れ
た
「
政
策
」
で
あ
る
。

違
憲
の
軍
事
化
に
向
か
う
現
状
に
憲
法

を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
違
憲
の
現

状
を
国
民
に
訴
え
て
、
憲
法
の
平
和
理

念
に
引
き
戻
す
。
そ
れ
が
立
憲
主
義
で

は
な
い
か
。
正
す
の
は
政
治
で
は
な
い

か
。「
立
憲
的
改
憲
論
」な
る
も
の
は
安
部

政
権
に
と
っ
て
は
微
笑
ま
し
く
、
野
党

と
市
民
の
共
闘
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
道

具
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

❖
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
の
な
か
に
答
え

 

（
厚
木
市　

池
田
克
己
）

　

パ
ズ
ル
を
解
く
に
あ
た
り
、
質
問
タ
テ

９
「
会
で
人
気
の
○
○
○
教
室
」
に
時
間

が
か
か
っ
た
。
再
度
『
会
報
』
を
見
て
い

る
と
、「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
の
な
か
に
「
歴

史
教
室
」
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
こ
れ
だ
と

思
い
、回
答
に
つ
な
げ
た
。今
回
の
回
答
は
、

『
会
報
』
を
全
面
に
わ
た
り
読
ん
で
い
な
い

と
解
け
な
か
っ
た
。

          
 

 

 
 

 
 

  
 
 

 

 

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

根
張
り
を
よ
く
す
る
た
め
足
で
踏
む

○
○
○
○
。
最
近
余
り
見
ら
れ
な
い

５　

船
を
停
泊
さ
せ
○
○
○
を
下
す

６　

消
費
税
増
税
○
○
、そ
れ
と
も
イ
エ
ス
？

７　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
○
○
行
進

９　
「
○
○
○
る
よ
り
産
む
が
易
い
」

10　

抗
酸
化
リ
コ
ピ
ン
が
あ
る
野
菜
。
果

実
は
赤
や
黄
な
ど
で
栄
養
に
富
む

12　

○
○
○
直
し
。
相
撲
で
立
会
の
呼
吸

が
合
わ
ず
、
や
り
直
す
こ
と

13　

あ
い
つ
と
う
ま
が
○
○

 

13

231 8588
1

5

 

11

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　

意
識
を
失
っ
て
い
る
こ
と
。
○
○

○
○
状
態

２　

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
で
行
わ

れ
る
○
○
○
政
治

３　

有
利
の
反
対

４　

行
進
曲
の
こ
と

８　

オ
ナ
ガ
ザ
ル
科
の
○
○
○
ヒ
ヒ

９　

残
っ
た
物
。
○
○
○
物

10　

○
○
は
金
な
り

11　

○
○
は
易
く
行
う
は
難
し
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我
家
も
毎
週
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

分
別
プ
ラ
ご
み
が
多
い

東
太
平
洋
赤
道
直
下

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
海
岸
に

大
量
に
流
れ
着
く

砕
か
れ
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
地
球
海
洋
を
被
う

魚
が
食
ら
い
人
体
に

陸
で
は
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸

遺
伝
子
組
替
食
品

豊
か
に
な
っ
た
便
利
に
な
っ
た

大
量
生
産
大
量
消
費
の
社
会

変
化
の
超
ス
ピ
ー
ド

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
は
困
る

世
界
は
日
本
は
私
た
ち
は
ど
う
向
き

合
う
の
か
働
き
か
け
る
の
か

企
画
・
校
正
し
な
が
ら
考
え
る

寄
り
道
し
て 

編
集
子

　

昨
年
の
11
月
29
日
、
横
浜
市
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
南
太
田
で
、
会
員
の
飯
塚
武
弘
さ
ん

を
講
師
に
13
人
が
参
加
し
て
、「
楽
し
い

料
理
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

楽しい料理教室

美味しかった
あま鯛の刺身や
キノコの当座煮

〝
あ
ま
鯛
〞
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

前
日
に
、
幹
事
の
仲
戸
川
実
さ
ん
が
、

わ
ざ
わ
ざ
二
宮
沖
ま
で
出
か
け
て
釣
っ
て

き
た
大
き
な
〝
あ
ま
鯛
〞
と
、
小
ぶ
り
な

が
ら
新
鮮
な
あ
ま
鯛
と
レ
ン
コ
鯛
で
料
理

の
開
始
で
す
。

　

あ
ま
鯛
は
、
長
崎
や
島
根
県
沖
で
と
れ

る
魚
で
、
京
方
面
で
は
「
グ
ジ
」
と
呼
ば

れ
、
京
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
高
級
魚
だ

そ
う
で
す
。
当
日
は
、
大
き
な
も
の
を
、

先
生
が
三
枚
に

お
ろ
し
、
刺
身

に
す
る
の
を
、

先
ず
は
見
学
で

す
。

三
枚
お
ろ
し

に
挑
戦

　

次
は
参
加
者

が
三
枚
お
ろ
し

に
挑
戦
で
す
。

な
か
な
か
先
生

の
よ
う
に
は
お
ろ
せ
ず
、
二
枚
目
の
中
骨

に
魚
の
実
が
付
い
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
練
習
で
す
。

　

先
生
か
ら
、「
ア
ラ
か
ら
出だ

汁し

を
と
る

か
ら
大
丈
夫
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
お

ろ
し
た
魚
は
、
煮
魚
に
し
ま
し
た
。

出だ

汁し

を
と
る
と
き
に
は
水
か
ら
煮
る

　

ア
ラ
を
使
っ
て
、
出
汁
の
作
成
で
す
。

　

刺
身
を
作
っ

た
ア
ラ
と
、
挑

戦
し
た
三
枚
お

ろ
し
の
中
骨
も

あ
わ
せ
て
鍋
に

入
れ
、
味
噌
汁

を
作
り
ま
す
。

こ
こ
で
先
生
か

ら
、「
出
汁
を

と
る
と
き
は
、

水
か
ら
煮
る
」

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

つ
も
は
、
煮
え
立
っ
た
鍋
に
具
材

を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

料
理
極
意
の
大
き
な
収
穫
で
す
。

　

ま
た
、
シ
メ
ジ
や
エ
リ
ン
ギ
、

椎
茸
を
油
で
炒
め
、「
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
の
ル
ー
」
で
味
を
付
け
た
、

き
の
こ
の
当
座
煮
風
な
炒
め
物
も

作
り
ま
し
た
。

蕗
味
噌
も
加
わ
り

　

で
き
あ
が
っ
た
、刺
身
や
煮
魚
、

き
の
こ
の
当
座
煮
、
味
噌
汁
を
全
員
が
一

カ
所
に
集
ま
っ
て
会
食
で
す
。

　

先
生
か
ら
は
、
お
手
製
の
「
蕗
味
噌
」

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春
に
採

集
し
た
蕗
の
と
う
を
、
冷
凍
し
て
お
い
た

も
の
に
味
噌
を
加
え
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
と
思
い
も
加

わ
っ
て
、と
て
も
美
味
し
い
一
日
で
し
た
。

（
中
沢　

茂
）

あま鯛を三枚におろす

でき上がった料理を囲み交流

☆ 退職者こだま会会員の方及びご家族の
方は「団体料率」でお申込みいただけ
ます。

☆ 県在庁中アフラックの保険加入済みの
方は、退職後も「団体料率」で継続い
ただけます。

　 　
アフラック

（アメリカンファミリー生命保険会社）
＊募集代理店
　 （有）神奈川ユニオンアシュアランス
　〒252－0244　相模原市中央区田名4417
　フリーダイヤル　0120（61）3243
＊引受保険会社
　 アフラック町田支社
　〒194－0021　町田市中町１－２－４
　日新町田ビル３階
＊ 当社保険に関するお問い合わせ、各種
手続き

＊ コールセンター：0120（5555）95

アフラックのご案内 団体扱い
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